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命の与え主、 聖霊

主教　植 田 仁 太 郎

　 　
５
月
31
日
の
主
日
は
、
聖
霊
降
臨
日
で
す
。

「
使
徒
言
行
録
」
の
執
筆
者
、
ル
カ
が
描
き
出
し

た
「
あ
の
日
」
を
憶
え
る
日
で
す
。
復
活
さ
れ

た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
出
会
う

こ
と
の
で
き
た
弟
子
達
が
、
一
同

で
集
っ
て
い
る
と
、
神
さ
ま
の
不

思
議
な
力
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。そ
の
時
を
境
に
、弟
子

達
は
「
使
徒
」
と
呼
ば
れ
て
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
る
人

と
し
て
活
動
し
始
め
、
い
わ
ゆ
る

教
会
が
形
成
さ
れ
始
め
た
と
、
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ル
カ
が
尊
重
し
た
執
筆
ス
タ
イ

ル
、
も
の
ご
と
を
時
間
の
順
序
に

従
っ
て
記
録
す
る
と
な
れ
ば
、
十

字
架
・
復
活
・
昇
天
・
聖
霊
降
臨
と
い
う
流
れ

に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
実
際
は
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
ご
復
活
に
出
会
っ
た
人
々
は
、

色
々
な
所
で
、
様
々
な
形
で
そ
れ
ぞ
れ
不
思
議

な
力
を
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
者
の
体
験
を
、
教
会

は
、
そ
れ
こ
そ
聖
霊
の
働
き
で
あ
る
、「
命
の
与

え
主
、
聖
霊
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
全
く
新
し
い
命
を
い
た
だ
い

て
、
私
た
ち
は
歩
み
出
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
堅
信
式
の
中
で
、
私
た
ち
は
、
み

ん
な
、「
命
の
与
え
主
、
聖
霊
を
信
じ
ま

す
。
」
と
約
束
し
、
確
認
し
ま
す
。

　「
あ
の
日
」
に
、
弟
子
達
に
起
っ
た
よ
う

に
、
必
ず
し
も
急
に
外
国
語
を
し
ゃ
べ

り
だ
す
と
言
う
よ
う
な
新
し
い
能
力
を

与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
命
を
い
た

だ
い
た
新
し
い
歩
み
の
中
で
、
私
た
ち

が
以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

な
、
こ
と
ば
や
、
ほ
ほ
え
み
や
、
痛
み
を
感
じ
る

心
や
、喜
こ
び
や
、友
情
を
分
ち
合
え
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
命
」

の
中
身
で
す
。　
　
　
　
　（
東
京
教
区
主
教
）
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３１（日）聖霊降臨日
主教巡回
聖マーガレット教会
城南Ｇ教会協議会
　　　　　　（三光）
下町Ｇ教会協議会
　　　　（千住基督）

６月
　２（火）教区企画室
　４（木）下町Ｇ牧師協議会

　（聖ルカ）
　６（土）オーガニスト研修会
　７（日）三位一体主日・聖霊

　　　 降臨後第１主日
主教巡回
　聖アンデレ教会

　８（月）正義と平和協・運営
委員会

　９（火）銀座朝祷会
１０（水）常置委員会
１１（木）山手Ｇ牧師協議会

　　　　　（聖愛）
１２（金）広報委員会
１３（土）主教巡回　滝乃川学

　　　 園聖三一礼拝堂

　　　　　

◇
５
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
諸
神
学
校
の
た
め
（
復
活
節
第
４

主
日
５
・
３
）
▽
ア
ジ
ア
・
エ
キ
ュ
メ

ニ
カ
ル
週
間
（
５
・
24
～
30
）
▽
名
古

屋
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
の
た
め
▽
カ

パ
テ
ィ
ラ
ン
の
働
き
の
た
め

◇
堅
信
受
領

５
月
10
日
　
聖
パ
ウ
ロ
教
会

▽
菊
池
隼
人
▽
神
田
麻
理
子(
パ
ウ
ロ)

◆
と
こ
し
え
の
平
安

５
月
10
日
　
高
嶋
　
秀
雄
　（
78
）

　
聖
マ
ル
コ

５
月
12
日
　
井
上
　
多
聞
　（
80
）

　
池
袋

５
月
14
日
　
篠
原
　
栄
一
　（
59
）

　
三
光

５
月
17
日
　
松
本
　
浩
雄
　（
70
）

　
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

５
月
17
日
　
古
川
　
純
子
　（
50
）

　
聖
テ
モ
テ

今週・来週 の 予 定

　　５月３１日～６月１３日

　
▽
滝
乃
川
学
園
本
館
の
修
復
工
事

完
了<

祝
別
式>

　
６
月
13
日
（
土
）

14
時
半
か
ら
、
植
田
仁
太
郎
教
区
主

教
司
式
に
よ
り
本
館
改
め
「
石
井
亮

一
・
筆
子
記
念
館
」
２
階
講
堂
で
。
記

念
講
演
・
天
使
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
も
併
催
。
ま
た
祝
別
式
に
先
立
ち

13
時
よ
り
、
逝
去
者
記
念
礼
拝
が
同

園
聖
三
一
礼
拝
堂
で
行
わ
れ
る
。
同

園
℡
０
４
２（
５
７
３
）３
９
５
０
。

　
▽
浅
草
日
曜
給
食
活
動
　
行
政
へ

の
申
し
入
れ
を
町
会
有
志
と
共
同
し

て
行
う
た
め
示
さ
れ
た
条
件
を
受
け

入
れ
、６
月
中
の
日
曜
の
活
動
を
休

止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
▽
聖
路
加
国
際
病
院<

月
例
・
夕

の
祈
り>

　
６
月
３
日
（
水
）
18
時

半
、
同
院
礼
拝
堂
で
。
Or
演
奏
＝
廣

江
理
枝
。入
場
無
料（
会
場
献
金
）
。

◇
春
・
夏
季
バ
ザ
ー
（
３
）

▽
葛
飾
茨
十
字
教
会
＝
６
月
14
日

（
日
）
11
時
～
14
時

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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《
よ
う
こ
そ
、
東
京
教
区
へ
》

　
こ
の
４
月
か
ら
、
大
韓
聖
公
会
釜

山
教
区
司
祭
２
師
が
東
京
教
区
へ
派

遣
さ
れ
て
、
東
京
教
区
籍
聖
職
と
し

て
奉
職
・
勤
務
さ
れ
て
い
る
。
教
区

人
事
で
既
報
な
が
ら
、
寄
稿
い
た
だ

い
た
「
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
」
で
２
師

ご
夫
妻
を
あ
ら
た
め
て
ご
紹
介
…
。

*

成
　
成
鐘
（
ソ
ン
・
ソ
ン
ジ
ォ
ン
）

司
祭
…
　
東
京
・
聖
公
会
神
学
院
で

チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
勤
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
大
韓
聖
公
会
釜
山
教

区
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東

京
へ
来
る
前
は
沖
縄
で
７
年
半
、
勤

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
東
京
へ
来
る

前
、
お
世
話
に
な
っ
た
信
徒
か
ら
次

の
み
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。「
主
の
言

葉
が
再
び
ヨ
ナ
に
臨
ん
だ
、『
さ
あ
、

大
い
な
る
都
ニ
ネ
ベ
に
行
っ
て
、
わ

た
し
が
お
前
に
語
る
言
葉
を
告
げ

よ
』
」（
ヨ
ナ
３
・
１
～
２
）
。
確
か
に

司
祭
は
み
言
葉
を
告
げ
る
者
で
す
。

と
こ
ろ
が
告
げ
る
た
め
に
は
、
先
ず

主
に
聴
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

主
に
聴
く
神
秘
家
と
し
て
、
聴
い
た

も
の
を
実
践
す
る
預
言
者
と
し
て
努

め
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

*

朴
　
美
賢
（
バ
ク
・
ミ
ヒ
ョ
ン
）

司
祭
…
　
初
め
ま
し
て
、
聖
愛
教
会

で
主
日
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。
い
た

ら
な
い
者
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。東
京
に
来
る
前
は
７
年
半
、沖

縄
教
区
で
過
ご
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ
教

師
の
教
育
担
当
で
し
た
。
韓
国
で
は

３
教
会
と
、
聖
公
会
大
学
の
チ
ャ
ペ

ル
、講
義
、神
学
研
究
所
で
働
く
こ
と

も
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
働
き
の

中
で
聖
公
会
女
性
一
〇
〇
年
史
を
書

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
、
振
り

返
っ
て
み
る
と
す
べ
て
神
様
の
恵
み

で
し
た
。そ
し
て
、今
か
ら
の
東
京
で

の
新
し
い
出
会
い
も
神
様
か
ら
の
恵

み
の
始
ま
り
だ
と
思
い
ま
す
。

常
置
委
員
会
報
告
（
５
月
20
日
）

＊
八
王
子
幼
稚
園
園
舎
・
八
王
子
復

活
教
会
牧
師
館
建
て
替
え
工
事
に
関

す
る
解
体
・
施
工
業
者
選
定
に
向
け

た
諸
作
業
、
推
薦
業
者
６
社
か
ら
の

見
積
書
検
討
等
の
進
捗
に
つ
き
同
教

会
牧
師
よ
り
説
明
が
あ
り
、
質
疑
を

交
え
受
理
。
５
月
末
に
は
業
者
選
定

を
終
え
て
６
月
常
置
委
員
会
で
承
認

を
諮
る
予
定
。

＊
主
教
、
主
教
チ
ャ
プ
レ
ン
、
各
主

事
に
よ
る
諸
報
告
と
情
報
（
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
禍
へ
の
対
応
、
新
裁

判
員
制
度
へ
の
見
解
を
含
む
）
に
対

し
、
受
理
お
よ
び
意
見
交
換
。

＊
各
幼
稚
園
・
保
育
園
09
年
度
予
算
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確
認
の
宣
教
主
事
補
報
告
受
理
。

＊
管
区
教
区
間
協
働
担
当
デ
ス
ク
よ

り
照
会
が
あ
っ
た
「
宣
教
協
働
ブ

ロ
ッ
ク
編
成
に
対
す
る
進
捗
」
に
つ

き
審
議
。
別
途
、
照
会
・
協
議
を
進

め
な
が
ら
回
答
す
る
こ
と
を
確
認
。

＊
そ
の
他
。

　
　
　

　
▽
立
教
女
学
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

礼
拝
堂
《
文
化
財
で
聴
く
オ
ル
ガ
ン

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
》
　
声
と

オ
ル
ガ
ン
①
童
話
「
不
思
議
な
オ
ル

ガ
ン
」
＝
６
月
６
日
（
土
）
14
時
。

朗
読
・
今
井
登
茂
子
、
オ
ル
ガ
ン
・

岩
崎
真
実
子
。
チ
ケ
ッ
ト
＝
２
千
円

（
自
由
席
）
、
次
回
開
催
の
②
９
月
分

と
の
連
続
券
は
３
千
６
百
円
。
照

会
・
予
約
＝
同
院
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
℡
・
FAX 

03
（
５
３
７
０
）
３
０

３
８
。

　
▽
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
連
連
影
展

（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
ビ
デ
オ
フ
ェ
ス

タ
＝
Ｆ
Ａ
Ｖ
）
　
６
日
（
土
）
13
時

～
19
時
、
Ａ
～
Ｃ
３
種
の
連
続
プ
ロ

グ
ラ
ム
。Ｃ
プ
ロ（
17
時
半
～
19
時
）

で
は
『
１
０
０
０
人
の
ピ
ー
ス
ウ
ー

マ
ン
』
の
放
映
と
ト
ー
ク
。
チ
ケ
ッ

ト
＝
１
プ
ロ
千
円
・
３
プ
ロ
通
し
券

２
千
５
百
円
・
介
助
者
無
料
。
照
会

℡
03
（
３
４
０
１
）
８
９
４
４
。

　
▽
聖
テ
モ
テ
教
会
・
ぶ
ど
う
の
い

え
共
催
公
開
講
演
会
　
　「
海
外
医
療

援
助
に
参
加
し
て
～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
『
国
境

な
き
医
師
団
』
で
の
活
動
経
験
」
＝

講
師
・
西
野
る
り
子
医
師
。
６
月
13

日
（
土
）
14
時
～
15
時
半
、
聖
テ
モ

テ
教
会
礼
拝
堂
。
入
場
無
料
。
照
会

℡
03
（
３
８
１
１
）
５
８
３
６
・
同

教
会
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
　
　
　
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　
当
教
会
の
建
物
の
構
造
は
１
階
に

礼
拝
堂
と
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
り
ホ
ー
ル

は
２
階
に
な
っ
て
い
る
。
以
前
は
ク

リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
祝

会
や
受
聖
餐
者
総
会
な
ど
は
そ
の

ホ
ー
ル
で
行
な
っ
て
い
た
。
ま
た
結

婚
披
露
宴
の
会
場
と
し
て
よ
く
利
用

さ
れ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
東
京
教
区

会
の
会
場
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
最
近
、
祝
会
は
１
階
の
ラ
ウ

ン
ジ
で
、
受
聖
餐
者
総
会
は
聖
堂
を

使
っ
て
い
る
。理
由
は
簡
単
。階
段
を

登
る
の
が
一
苦
労
の
お
年
寄
り
が
増

え
た
か
ら
で
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
検
討
し
た
が
費
用
の
点
で
断
念
し

た
。
過
去
の
こ
と
は
言
わ
ず
高
齢
化

の
現
実
を
受
け
止
め
て
対
応
し
よ
う

と
話
し
合
っ
て
い
る
。　(

岡
野 

峻)


